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Ⅰ研究 の成果(1000字 程度)
(図表 も含めて分かりやす く記入のこと)
哺乳動物ミトコンドリアのリボソームは、大腸菌のリボソームと比較するとRNAが約半分に短縮化
しており、それ に対しそタンパク質が増加 しているという特徴を持っている。
そこでまず、ウシのミトコンドリアリボソームタンパク質の構成成分を解析し、ヒト及びマウスのホモ
ログを決定することを行った。ウシ肝臓から精製したミトコンドリアリボソームを解析し、55種類のタン
パク質遺伝子を同定することに成功した。最終的に、我々と海外の2つ のグループによって現在ま
でに79個のタンパク質が同定されている。これらの結果から、ミトコンドリアリボソームにおいてRNA
が短縮化している部分 に結合しているタンパク質が肥大化 しているという傾 向が明らかとなった。こ
のことから、ミトコンドリアリボソームではRNAの短縮に対応 してタンパク質が構造的・機能的に補完
していると考えることができる。
このように構成成分の異なるミトコンドリアリボソームと大腸菌リボソームの機能的な相同性を転座
反応によって評価した。ミトコンドリアのEF-Gは大腸菌とミトコンドリアいずれのリボソー ムでも機能
することが知られているが、大腸菌のEF-Gはミトコンドリアリボソームでは機能しないことが知られ
ていた。EF-GのGTP加水分解に関与するリボソームタンパク質L7/12がEF-Gの特異性を決定
しているのではないかと考え、ミトコンドリアリボソームのL7/12を大腸菌L7/12に置換したハイブリ
ッドリボソームを作製した。予想通り、大腸菌EF-Gはこのハイブリッドリボソームで機能し、GTP加
水分解の顕著な促進とポリウリジン依存ポリフェニルアラニン合成能が観測された。これらの結果か
ら、ミトコンドリアリボソームと大腸菌リボソームに対するEF-Gの特異性を決定しているのは、たった
一つのタンパク質L7/12であり、構成成分が全く異なるにも関わらずこの2つ のリボソームは機能
的に等価であるという結論が得られた。
さらに大腸菌のリボソームのL7/12のN末ドメインをミトコンドリアのものにしたハイブリッドリボソ
ームは、大腸菌リボソームよりもミトコンドリアのEF-Tuに対する活性が高かったため、EF-Tuはリボ
ソームの中でもL7/12のN末ドメインと機能的な相互作用をしていることが示唆された。
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